




















Does the Particle "Wo" Always Indicate Case Relation?  
 
 
Although the forming conditions of the usage of “wo for circumstances”, e.g. in the 
sentence “Ame no naka wo hashiru” (run in the rain) were often explained with the terms of 
“Mobility” and “Adversity” so far , in the forming of “wo for circumstances” exist cases of 
usage where “Mobility” and “Adversity” cannot be detected, e.g. in the sentence “Atatakai 
hidamari no naka wo neko ga kimochiyosaso ni nemutte iru” (The cat is sleeping pleasantly 
in a warm sunny spot). What is necessary for the formation of “wo for circumstances” is not 
“Mobility” or “Adversity” but meaning the “Relevance Condition”. “Relevance Condition” 
shows that the circumstantial complement and the events in the whole sentence are in strong 
relativity relations. Further, I re-examined the “Path” usage in “wo for motion”, and I classified 
it into two types: “bound path”, e.g. in the sentence “Hashi wo wataru” (cross a bridge) and 
“boundless path”, e.g. in the sentence “Kouen wo aruku”(walk in the park). Thus “wo for object”, 
“wo for motion” and “wo for circumstances” are not continuous relations. I suggest that “bound 
path” is a case of usage of “wo for object”, and “boundless path” is a case of usage of “wo for 
circumstances”, the former being a case particle but latter an element of circumstances. 
 









                                                                




































                                                                
1 「当面」という用語を用いたのは，議論が進行していくに従って最終的にはこの用語を破棄し，
「公園を走る」のような例を「移動のヲ」ではなく，「状況のヲ」と位置付けるためである。詳




















(4) 防衛軍は（が），豪雨の中を最後まで戦った。  （天野 2007(3)） 









主文の主語の意志性 移動性 逆境性 成立 
○ ○ ○ 
有意志者 
× ○ ○ 
○ ○ ○ 
状況のヲ 
無意志物 
× ○ × 
 
まず，有意志者主語の場合について検討したい。 
(6) 社長退陣の怒号が響く中を，社長は練習通りに演説した。  （天野 2007(23)） 





















(9) 静かな森の中を，鹿の角突きの音だけが響いた。  （天野 2007(30)） 























                                                                
4 有意志物扱いになり得る可能性があることは，査読者からご教示いただいた。  



















(13) 社長退陣の怒号が響く中を，社長は練習通りに演説した。  （＝６） 
(14) *桜の花が舞い散る中を，社長は練習通りに演説した。  （＝７） 












































を，15 周年記念参加者全員が献花をしました。  
















































(25) a. ぽかぽか暖かいコタツの中を猫が気持ちよさそうに眠っている。  
 b. ?コタツの中を猫が気持ちよさそうに眠っている。  
 c. ??コタツを猫が気持ちよさそうに眠っている。 
（25）の a~c はいずれも状況補語に「コタツ」という「猫が気持ちよさそうに眠ってい
る」こととの関連性が自然に想定される名詞が用いられているが，（25）は a から c へ行く
ほど許容度が下がる。（25）a は，「コタツ」という名詞の前に「ぽかぽか暖かい」という
状況を表す修飾語が用いられ，さらに空間的な領域を限定する「～の中」も用いられるこ















  （26）a. 小鳥のさえずりが聞こえる森の中を音を立てないように歩いた。 
b. ?森の中を音をたてないように歩いた。  
c.??森を音をたてないように歩いた。 
（26）も（25）と同じく b では「小鳥のさえずりが聞こえる」という修飾語が，c では範






(27) a. 小鳥のさえずりが聞こえる森の中を歩く。 
 b. 森の中を歩く。 











経路）」に他ならない。即ち，3 次元的空間である「状況」の中で 2 次元的に特化した空間
が「経路」ということなのであり，「状況のヲ」の特別な下位類として「移動のヲ」がある
という関係になる。ただし，（27）のヲも，いわゆる格項目を示すヲではないことに留意し























(28) 公園を走る。  （＝21） 
(29) 豪雨の中を走る。  （＝22） 






(31) 穏やかな春の日の中を公園を散歩した。 （経路）（杉本 1993(25)下線は筆者） 
(32) 観衆の声援の中を折り返し地点を通過した。（経由点） 
  （杉本 1993(26)下線は筆者） 
(33) 人込みの中を店を出た。         （起点）（杉本 1993(27)下線は筆者） 




















(34) のぞみ号が新横浜駅を通過する。 【通過点】 
(35) 永代橋を渡る。           【通過域】  
(36) 国道を走る。            【移動経路】  






















































(44) 園児タチガ歩イテイル  （寺村 1982(87)） 
(45) 彼ハ毎日歩イテ学校ヘ行ク  （寺村 1982(88)） 
(46) 駅マデ歩イテ 10 分デス  （寺村 1982(89)） 




























んでいた。  （夏目漱石「坊っちゃん」＝姚 2007(18)） 

















                                                                
9 「恣意的に設定された範囲」という表現は，査読者からのご教示による。  







































































(2011. 12. 19 受理) 
 
 
